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静両大学地学研究報告第 2巻第 i号 1970年 5月

1.はじめに

駿河湾沿岸的海浜たい積物について事

橋本
考令本

は遠州、i難沿岸にくらべて，海岸地形や海浜たい積物が異なって

いる。遠州灘沿岸の海浜たい積物の研究(播本， 1966) にひき続き，焼津から沼津にいたる約 100

をおこなった O仇の海岸のj朝間帯たい積物について

本論文を竹内正辰・桐谷文雄両先生に捧げ，これまでの街教示に対して深く感諜の意、を表する O

2. 海浜地形につい

て一駿河湾は大陸棚の

が乏しくきわめて

急、深である O 調査地域

では主な河川として安

倍Jll，富士川のほか狩

野JlI等が駿河湾に伴い

でいる。安倍Jll，

!けでは現河床擦の採取

が多いため，海への燥

の供給がきわめて少な

く， この影響が海岸堆

積物にもあらわれてい

るo たとえば，富士川

河口の東方，千本松原

期間帯の傾斜

2~~ 一一傾斜
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第 laJ 潮間帯の傾斜と砂の粒径中央値

;;子上)11

~J i' の海浜の傾斜はこ ・・・ 砂

v v v fI'Y~禁
こ数年来急、になり，以 一一

前は砂の堆積がみられ

たが現在はほとんど大

擦のみとなっている 9

各地の潮間帯の傾斜を

測定した結果(第 1図)

傾斜の平均は 8.4で，

それを上まわる地域は

安倍JlI河口，興津JlIi可

駿 illJ i;う

O 10 2Okm 

¥ムコ {笹街御制主担卸制制IJI川州iハ川li

第 2図 j海毎;浜兵堆積物の分布

口，富士JlI~沼Jl I 河口付近および三保，沼津付近であった凸

料静岡県立金谷高等学校*この研究は静部大学理学部教授土隆一博士の指導でおこなわれた O
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3. 海 浜 磯-調査地域の海浜堆積物はほとんど砂機または礁で，その分布を第 2図に示

した。

一般にこぶし大の礁が多いが， 大崩付近一帯と興津)11河口東方では径 1~ 4 m くらいの角礁

(近くの麗からの転荷)が分布し，一方，三保真崎付近には径0.5om前後の比較的とう汰のよい砂

礎帝が分布している O 礎の供給源は主として安倍)11，富士川，狩野)11とその他の小河川であるが，

山地が海岸にせまる大崩，久能，興津~蒲原では巨大な角撲が供給されている。磯種について，各

地点における径 3~5omの磯 100 個について分類した結果，各地とも一般に砂岩礎が多く，安倍111 ，

瀬戸川河口付近では特に著しく，興津JII，由比)11，富士川河口と駿河湾奥にあたる付近では砂岩磯

のしめる割合が少なくなり，逆に火成岩撲が多くなる O しかし磯種を平均してみると堆積岩類の撲

が7割程度を占めている口

興津)11~由比)1 1 河口付近では海岸にせまる山地から直接供給された亜門磯または亜角礁の火成岩

磯(径200m前後)が多い(第 3図) 0 安倍)11から供給される蛇紋岩礁は安倍JlI河口から東方に広が
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第 3国 海浜磯の最大粒径介布

(大型磯101聞についての平均後)

り，三保真崎まで分布し，それより東には全く見られない。このことから，安倍)11による礁の分布

限界は三保付近までと考えられる O 庵原)11河口から富士川河口付近にかけては特に火成岩類.(中で

も石英粗面岩，安山岩，玄武岩)が多く， また富士川河口を中心に西へ4仇，東へ15仇の範閤は富

士川が供給した花こう岩機が分布する。狩野)11河口付近では径2-3omの浮石が満潮線付近に数個

ずつ散在するのが所々で観察された。

磯の粒径変化(第 3図)に示きれるように，大崩および興津川東北方のほか富士川1，安倍川河口

付近および沼津の千本松付近には大礁帯がみられ，安倍川が供給する撲は河口から東へ1.5仇付近

で極大になり，次第に粒度が減少しつつ三保真崎付近まで、広がっている。各礎種ごとの最大磯径変

化はいずれもよく似ていて，富士川に由来する磯は粒径の極大が河口の東1仇付近にあり，それよ
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り東 5払の間で粒径が急、減し，さらに東ではむしろ粒径が大きくなるところもある O 富士J11が運ぶ

花こう岩擦が沼JlI河口以東にも多く分布することから、富士川の砂磯が沼)11河口より東方にも分布

することは明らかである O 沼J11 i可口付近は海岸線が陸側に入り込んでいるため西から東へ流れる沿

岸流の影響を受けず細かな砂擦が堆積すると考えられる。

消口から供給される擦の最大粒径は，富士川河口で、4長m，安倍)11河口および千本浜付近で2おm前

後で，以前調査した天竜JlI~御前崎~大井川による撲の粒径より大きいものが多い。

海浜礎の比重を測定した結果(第 1表)，礎の比重と移動のしかた

との関に，特に一定の関係は認められなかった O

礁の形は大崩，由比付近の芭撲では角球であるが，径20-15omの

礎は亜角擦が多く ，15-5omの擦はよく水磨された円擦が多くなる O

径 5~2omの擦に円礁が最も多く，これより小さくなるとかえってえ

車用機，亜角擦が多い。富士川河口より東にある鼠駅南の海岸付近

は，汀線がのこぎり歯の形をえがき，その凸部に磯，間部に綿探か砂

が堆積している O この付近の磯は一般にとう汰が悪く，期間帯の傾

斜も大である。常に波が強くよせる所では一般に径200m前後の亜円

礎が多く，汀線から権側 5-10mほどで、水深 1--1.5慨になり，礎

は汀線に平行して波状に堆積している。

礁は一般に砂と混合した砂喋をなすことが多く，擦のみが分布す

るのは用宗，三保の南方，三保真崎，東田子の浦~沼津付近である O

第 i 主な礁の比重

(磯)

せ ん 緑岩

はんれい

安 山

y:.、 武

蛇 紋

花
、，蜘
フ、句"剛

けつ

砂

チャート

比

3.25 

2.74 

2.70 

2.66 

2.61 

2.60 

2.64 

2.80 

2.62 

2.72 

2.72 

2.67 

2.64 

4. 海・浜 砂-調査地域では，砂のみが堆積している所は少なし安倍JlI河口東方と興津

川河口の西方 1仇のごく局所的な地域のみで，ほとんどの地域では畷が混合した砂礎帯となっている。

また用宗，三保，東田子の浦~沼津付近では礎ばかりで砂が全く分布しない。

砂の粒度分析値と分布の関係は，一般に砂がちの砂礎帯の砂ほどとう汰が良く，中央粒径値は大

体1.0棚付近と0.3rmn前後のものが多い。その中間的な中央値を示す砂は一般にとう汰があまり良く

ない o 地域的にみると， とう汰良好なのは三保の先端，富士川河口の西および東側，庵原)11~興津

)11河口，安倍)11河口東方，狩野JlI河口西方で，河口付近の砂がむしろ中央値も小さし とう汰がよ

くなる傾向がみられる o

中央粒径値と期間帯の傾斜の関係(第 1図)は， 7朝間帯の傾斜の大の所で，中央値は小， しかも

とう汰が良くなっているのは注目される o 遠州灘沿岸の砂にくらべると，駿河湾の砂は一般にとう

汰が悪い。

各地域の砂で径0.25~0.5仰のものについて，鉱物の組成を調べると全般的に頁岩片が多く，特

に三保~安倍)1 1 でいちじるしい。石英の含有量は各地とも大同小異である D 磁鉄鉱は興津JlI~狩野

)11で多く，砂109中に含まれる磁性鉱物の量の変化(第4図)と対応している O 磁鉄鉱が特に多い

狩野)11河口東側の砂と，それからとり出した磁鉄鉱の粒度分析結果(第 5図)は，いずれも似た傾

向の粒度分布を示している O この付近では砂の重量の約半分を磁鉄鉱が占めるところもある。瀬戸

-87-



太 菊 御

国 目立 井 f音 水
川道路f】

)11 JlI JlI 自奇 JlI nιM JlI イ呆港

第ヰ国 磁性鉱物の分布

砂 10g中に含まれる磁鉄鉱(mg) 

JlIおよび狩野JlI河口付近ではおもに玄武岩か 。ん

ら供給されたと思われるカンラン石粒が目立
60 

X町一四X 砂、

イコ。 ←→磁性鉱物

遠州灘の砂と比較すると石英の量がはるか 切

に少なし色は全般的に暗灰色である O

5. 聖護性鉱物の分裕一各地域の砂10ヂ中に

含まれる磁性鉱物の量(第 4図)をみると，

大崩，庵原川河口~興津JlI河口付近，出比)11

~富士川河口，沼)11河口~沼津に多く，特に

沼津の千本浜付近では10ヂ中に 5.89も含ま

れている所もあった。

ゐ0

30 

20 

10 

町1行1 1ぺ6 1/ち

JlI 

1/告磁性鉱物の多いところは砂のみか，砂がら

の砂磯帯， また礎帯ならば火成岩擦の多い所

である。近くに火成岩体のある付近でも多く

なっている。堆積岩磯の多い地域，例えばj頼

第 5図 砂と磁性鉱物の粒度分布

(狩野)11河口より 1Km田)

JlI河口，用宗~三保では磁性鉱物の分布が

少ない。

野

JlI 

2 

磁性鉱物の大きさは大きいもので 2筋線，普通0.5附ていどのものが多い。一般に磁性鉱物の含有

量の多い所はその粒度もよくそろい，比較的小さし含有量が少ない地域ではむしろ大型となって

いる。

遠州灘のものにくらべて形状は一般に鋭い形のものが多く，近くの火成岩地帯から供給されたも

のと考えられる o
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また磁性鉱物の含有量は平均して遠州灘の15情くらい多しこれは周囲の地質や各河川流域の地

に関係していると考えられる O

6. 貝がらと有孔虫の分布一この地域は全般的に打ち上げ異類が非常に少ないが， EIにとまる

がらを無作為に採集し，地域ごとに分類・関定した。

打上げ呉類は三保の打芦湾に面した所に多いが種類は少ない。焼注‘三保関では貝がらの数は非

に少なしまた興津)11 河口西側では少々見られたのみである。興津川河口から狩野Jll河口にいた

る駿河湾奥のいわゆる磯苦では全く打上げ貝類はみられないO

海浜に貝がらがない原悶として， これらの地域は興津)1¥，沼)1¥，

小涛)11から多くの工業用汚水が流れこみ， しかも大撲から成る喋帯

で，潮干帯貝類の棲息、に適さない地域と考えられる。採集貝類は焼 第 2

1¥，狩野)11はじめその他の

津から狩野)11関で37;種(うち腹定類20種，斧足類17種)同定され，

天竜JlI~大井川関の遠州灘と駿j可湾口で採集された 132 種にくらべ

るとはるかに少ない O

された主なものは腹足類では多いものからパイ，イボニシ，

ミク 1)方、イ， クボ方、イ， ツメ夕方、イ，サザエ，アラレ方、イ，ダ、ンべ

千キサブ， ヨメカ、、カサ，ムシロカ、、イなど，斧足類では，マガキ，ナミマ方、シワ，べンケイカホイ，サ

折上げ貝類の撞類

2遠州灘|駿河湾

50 

50 

67 100 

トウァゲイ， アサ 1)， ムラサキイカ。イ， イタヤ方、イ， シオフキ， カリカ*ネエカ、、千，マノレサルボオなど

で，いずれも潮間帯から水深10御前後に楼患、するものである o

がらはいずれも破損した不完全なものが多い。これは貝がらの打ちあげられる所には磯が多く，

波が強いために破損され麗減しやすいものと考えられる。

採集した砂10テ中の有孔虫個体数は用宗，千本浜付近で 1個体から10個体程度で他の場所では

く見られず非常に少ない。

多い(有孔虫は砂101{中201[母体

以一上)
普通(有孔虫は ll~191[母体)

少ない(有孔虫は 1~ 101肉体)
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(海岸線より内睦領IJに示したのが有孔虫，海側が貝類の分布)
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有孔虫はいずれも砂喋帯の砂の部分で，中央粒径値0.95-O. 5，とう汰度は普通の地域にみら

れた。(第 6図)

また，有孔虫の多くは浮遊性種 (80%)で底棲種は少ない。 (20%)

7. お わ り に一この調査は主として夏季に行なわれたが，海浜堆積物や呉類は季節によっ

て異なること，天候， とくに風，波の働きによってもかなり変化するものと思われるので，今後こ

うした点を考慮、した研究を行なう必要があると考えている O なお小論の一部は日本地質学会第75年

年会において発表した。
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